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「コンクリート構造物の品質確保の試行工事に関する講習会」
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本日の話題

1. 東北地整の実情と課題

2. 品質・耐久性確保の取り組み

3. 試行工事の効果と今後の課題
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１．東北地整の実情と課題

国土交通省東北地方整備局ＨＰより

２０１１．３．１１ 東日本大震災
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■東日本大震災復興基本法 （平成２３年法律第７６号：平成２３年６月２４日）

■東日本大震災からの復興の基本方針
（平成２３年８月１１日東日本大震災復興対策本部決定）

□ 復興期間は１０年

□ 最初の５年を「集中復興期間」事業規模１９兆円
（後に「２５兆円程度」に拡大）

□ 後５年の「復興・創世期間」を併せて約３２兆円程度

概ね１０年で被災地の一刻も早い復旧・復興を目指す
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復興道路・復興支援道路

■H23.11復興道路・復興支援道路が事業化

■計画延長 550km

■橋梁新設 258橋（48.2km）

■トンネル新設 112箇所（109.7km）

□短期間に大量のインフラ整備

□一斉に老朽化することによる
維持管理・更新のピーク化の懸念

インフラの長寿命化を図る
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品質・耐久性確保の必要性

コールドジョイント 豆板 沈みひび割れ 補修事例

適切に補修されたとしても劣化の起点となり得る

～①補修を必要とする不具合の存在～

※全て東北地整の現場での不具合事例



7

品質・耐久性確保の必要性
～②不十分な密実性～

劣化因子の侵入に抵抗する密実性を有していない
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品質・耐久性確保の必要性
～③厳しい自然環境と供用環境～

■凍結抑制剤の平均散布量 約20トン/km/年

■峠部及び日本海側では 約30トン/km/年・超

□H5スパイクタイヤ禁止以降に散布量増加

□凍結しやすい橋梁部は重点散布区間

□コンクリート構造物には厳しい環境
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品質・耐久性確保の必要性
～④劣化の状況～

１）塩害

２）凍害

３）ASR

４）複合劣化
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■コンクリート構造物の品質・耐久性確保
→「施工状況把握チェックシート」「表層目視評価」を活用した
試行工事を導入

■「施工の基本事項を遵守」を主目的
→チェックシートと表層目視評価の目的、
チェック項目の意味、改善のための具体策などを記載

品質・耐久性確保が喫緊の課題
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２．品質耐久性確保の取り組み

施工段階でのPDCAサイクルの推進

施工計画の立案

・施工者，発注者の事前打合せ
・施工状況把握チェックシート
および目視評価シートの検討
・作業員への周知

コンクリート構造物の施工

・チェックシートによる施工状況把握
・施工記録の作成

施工方法，材料の改善

・施工状況把握チェックシートの分析
・品質評価結果の分析
・施工記録の分析
・反省会

品質評価

・目視評価（表面の変状の観察）
・コンクリートの表層品質評価
（表面吸水試験，
表層透気試験）

施工状況把握チェックシートの活用資料（案） （資料提供：八戸工大 阿波教授）
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品質確保の試行工事の実施

■試行工事はH25から開始（主に本官工事において）

□橋梁（上部工、床版、下部工） 95橋

□トンネル 57箇所

■対象工事を入札公告、特記仕様書において規定

■現在も継続中
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工 区

リフト

予定 実績

予定 実績

施工
段階

記述 確認 ① ② ③ ④ ⑤

1 1

2  ・打込んだコンクリートの水分が型枠に吸収されないようにする。 ○ ○ ○ 2

3  ・木片や結束線等の異物が構造体に混じることにより、強度・耐久性・水密性が低下する。 3

4  ・錆汁や耐久性低下の原因となる。 4

5 5

6  ・必要な打込み能力、締固め能力が確保できない。 ○ ○ ○ ○ 6

7  ・不慮の事態に備え締固め能力を確保する。 ○ ○ ○ ○ 7

8  ・不慮の事態に備え締固め能力を確保する。 ○ ○ ○ ○ 8

9  ・施工の基本事項を全員が認識し、今日の打設で自分が何をするかを確認する。 9

運
搬 1 運搬 ○ ○ ○ ○ 1

運

搬

1  ・圧送中にコンクリートの水分が吸収されないようにする。 ○ ○ ○ 1

2  ・乱れていると強度・耐久性・水密性が低下する。 ○ ○ 2

3  ・材料分離を防止する。バイブレータによるコンクリートの横流しを防止する。 ○ ○ ○ 3

4  ・コールドジョイントが発生し、均質で一体性のあるコンクリートとならない。 ○ ○ 4

5  ・上下層を一体化する締固め作業が難しくなる。また、ブリーディング水も取りにくくなる。 ○ ○ 5

6 ○ ○ ○ ○ 6

7  ・上下層が一体化したコンクリートにならない。 ○ 7

8  ・コールドジョイントが発生し、上下層が一体化せず、均質で一体性のあるコンクリートとならない。 ○ 8

9 ○ ○ ○ ○ ○ 9

10 ○ ○ ○ ○ 10

打込み開始時刻

打込み終了時刻

　表３．１－①　【 施工状況把握チェックシート（コンクリート打込み時） 】

 ・泥などの異物が鉄筋に付着したり、型枠内部に落ちたりすると強度・耐久性・水密性が低下する。

 ・材料分離を防ぎ豆板の発生を防ぐ。衝撃による型枠・鉄筋・スペーサーの移動を防ぐ。

 ・不十分だと強度・耐久性・水密性が低下する。打込まれたコンクリートの水分が打継部の
  下層コンクリートへ吸収されないようにする。

 ・打継ぎ目の一体不足、鉄筋との付着不足、水密性の低下及び沈みひび割れ発生の原因となる。
  過度な打重ね線を防止する。

打込み量(m3) リフト高(m)

打込み開始時気温 天　候

 打設計画は、作業員に周知されているか。

 予備のバイブレータを準備しているか。

 2層以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリートの打込みは、下層の
 コンクリートが固まり始める前に行っているか。

 一層の高さは、50cm以下としているか。

 適切な打重ね時間間隔となっているか。

 ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さは、1.5m以下としているか。

 表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを
 打ち込んでいるか。取除く人、場所、方法を決めているか。

確認日時

確認者

工事名事務所名

構造物名

受　注　者

配  　　 合

項目Ｎｏ．　　

部　位

チェック項目

 練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

 ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を
 施しているか。

 鉄筋や型枠は乱れていないか。

 横移動が不要となる適切な位置に、コンクリートを垂直に降ろしているか。

 コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

 コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

準
備

打
込
み

準備

 運搬装置・打込み設備は汚れていないか。

 型枠面は湿らせているか。

 型枠内部に、木屑や結束線等の異物はないか。

 かぶり内に結束線はないか。

 硬化したコンクリートの表面のレイタンス等は取り除き、湿らせているか。

 コンクリート打込み作業人員（※）に余裕を持たせているか。

 発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

 ・厚く打設すると下の部分はﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀで十分な締固めができず、豆板やｺｰﾙﾄﾞｼﾞｮｲﾝﾄの原因となる。

項目№　

準
備

 ・運搬時間や打込み時間が長くなると、材料分離、温度上昇、スランプ低下や空気量減少などが
  生じる。施工性が低下し、コールドジョイントや豆板等の初期欠陥の生じるリスクが増大する。
  一方、打込み時間が短い場合には粗雑な施工となる。

打
込
み

出来映への影響

(表層目視評価の項目)
 

沈

み
ひ
び
割
れ

 

表

面
気
泡

 

打

重
ね
線

 

型

枠
継
目
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ノ

ロ
漏
れ

 

砂

す
じ

なぜ（それを）チェックするか

施工状況把握チェックシートにおけるチェック項目の意味
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表層目視評価における改善のための具体策
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施工状況把握チェックシート 表層目視評価
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筒先の挿入口をマーキング

施工の基本事項を遵守（丁寧な施工）

型枠継ぎ目にノロ漏れ防止テープ

バイブレーターにマーキング バイブレーターの挿入箇所
をマーキング

締め固め状況 透明型枠

ノロ漏れ防止テープ
（ホームセンターで売っている）

ノロ漏れ防止テープ設置状況
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施工の基本事項を遵守（丁寧な施工）

層厚管理のため組立架台に
マーキング

型枠たたき 脱型後→ビニールシート養生 自身から散逸する水分で
シート内は保水されている

厚さ、固定方法など各社毎
に工夫

養生シートを使用した例 PC上部工のビニールシート
養生

PC上部工のビニールシート
養生
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３．試行工事の効果と今後の課題

試行工事の効果（出来映え）

型枠継ぎ目の砂すじ
は発生していない

型枠たたきによる
表面気泡の低減

逐次改善（PDCA）
の効果

事前事後
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試行工事の効果
～表層目視評価の結果～
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試行工事からの教訓

①「施工状況把握チェックシート」、「表層目視評価」が目的ではない

→ 上記はあくまで品質確保のための「ツール」
→ 「ツール」を用いてどのように品質確保するかが重要
→ 主任監督員と施工者のコミュニケーションツール

②土木構造物の品質を確保するため、発注者、受注者が主体的に
参加することが必須

→請負契約であるため「工事目的物を完成させるために必要な一切の手段については
（中略）・・・受注者がその責任において定める。」 → 施工の主体は受注者（施工者）

→品確法の基本理念において「公共工事の品質は、（中略）・・・発注者、受注者がそれぞれ
の役割を果たすことにより、現在及び将来の国民のために確保されなければならない。」
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第7条（発注者の責務）では・・・

公共工事の品質確保の担い手の中長期的な育成及び確保
公共工事等の仕様書及び設計書の作成
予定価格の作成
入札及び契約の方法の選択
契約の相手方の決定
工事等の監督及び検査並びに工事等の実施中及び完了時の施工状況
又は調査等の状況（以下「施工状況等」という。）の確認及び評価その他の事務

品質確保の必要性を共有し、共に考え、お互いが出来ることをする

例えば・・・
仕様の不足 → 適正な費用の計上
工期不足・施工調整 → 工期延長や他工事との調整
対外的な説明

発注者にしかできない
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今後の課題

■コスト整理 → コスト増ととらえるか、
長寿命化・仕様不足のための必要経費ととらえるか

■生産性向上 → 品質を確保しつつ、どのように生産性を向上させるか

■評価 → 品質確保に対する施工者の評価は

品質確保を「試行」から「本格運用」するにあたり整理すべき事項

試行工事の結果を分析・整理することが重要


